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はじめに

本研究は、「留学生科目における語彙指導の工夫」「留学生科目における語彙指導の研究」「留
学生科目における語彙指導の展望」（日本女子大学紀要文学部 57、58、59）の中の一部として行っ
てきたコーパス研究の分野に焦点を絞り、そこで認められた研究課題を引き続き検討していくこ
とを目的としている。すでに英語教育では、前掲論文で扱ってきた日英パラレルコーパスを利用
して先進的な活動を展開している（中條、2008）。本稿は、前半で日本大学における英語教育の
実践例を紹介し、後半は、新聞を教材として取り入れることを目的とした日本語教育教材の開発
例を提示してみた。
使用コーパスは、情報通信研究機構により公開されている、1989年９月から2001年12月までの

読売新聞とThe Daily Yomiuriの記事を自動的に対応付けて作成されている新聞コーパスである
（内山、井佐原、2003）。検索ツールは二言語コンコーダンスプログラムのParaConc（Barlow, 
2004）を使用した。

Ⅰ 英語編―英語教育におけるDDL文法学習教材

Ⅰ-1．英語教育におけるDDL利用の概要
1960年代のコーパス言語学の幕開け以降、コーパスの研究と教育への利用が活発に試みられて
いる。一般的にコーパスを利用した学習はデータ駆動型学習（Data-Driven Learning: DDL）と
呼ばれる。DDLでは、コーパス検索から得られた用例を見て学習者自身が文法の規則性を発見
するという帰納的学習が可能である（Todd, 2001; Sun & Wang, 2003; Bernardini, 2004; Chan & 
Liou, 2005; Flowerdew, 2008）。本稿の目的は、大学初級レベル英語学習者が名詞句と動詞句の
習得を目指した、英語と日本語で用例が併記される日英パラレルコーパスを利用したDDL学習
教材とその利用法を報告することである。
コーパス利用の英語教育では、自然な英文テキストを検索するため、英語初級レベル学習者に

とって、英文テキストのみが示されるモノリンガルコーパスは難易度が高い。一方、日英パラレ
ルコーパスは、図１のように英文に対応する日本文が示されるため、英文理解の負荷および不安
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を軽減することができる。基本的な名詞句構造の一例として「冠詞＋名詞＋前置詞（of）」を示
す場合、日英パラレルコーパスの検索によって図１の結果が得られる。これによって学習者は、
meetingの左右には、多くの例に共通して、冠詞 a および前置詞 of が現われることに気づくこ
とができる。学習者はこのように実際の豊富な用例に接することを通じて、英語の名詞句の基本
的パターンに関する知識を積み重ねていくことができる。

日本大学では、過去６年間、一般英語授業において、パラレルコーパスを使った帰納的学習と、
教師による明示的指導を組み合わせることによって、仮説形成から仮説検証を経てプロダクショ
ンに至るDDLを実践し、指導法を提案してきた（中條、2008）。2009年度の指導実践の結果では、
文法理解に高い効果を上げた。さらにコーパスを使った学習が「楽しい、新鮮である、集中でき
る」など、肯定的に受けとめられ、英語を苦手とする初級レベル学習者に対して、能動的学習を
促すことを確認した。
本稿では、これまでの継続的指導実践の結果から得られた成果として、文の骨格を成す名詞句、
さらに動詞句構造を理解し、文中に存在するまとまりとしてそれらを認識する能力の向上を図る
ための英語教育用DDL教材と利用法の実例を報告する。

Ⅰ-2．実践の方法
Ⅰ-2.1　実践回数と対象者
指導回数：前期10週、後期10週、計20週、各90分授業
対 象 者：理工系大学１年生の一般英語授業、２クラス計39名
使用教室：CALL教室

Ⅰ-2.2　DDLシラバスデザイン
DDLにおいて指導する目標言語形式は、Uchibori, et al（2006）に基づき、コミュニケーショ

ン力養成に実効ある項目として「名詞句構造」と「動詞句構造」であり、前者を前期、後者を後

図１　meetingの検索結果
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期に指導した。シラバスをデザインする際には、コーパスを用いたDDL文法学習とそれを補完
するための語彙学習を組み合わせた。
表１に示したシラバスのように、語彙学習を１週分先行させて、文法学習で用いるコーパス検
索の対象語は、前週の語彙学習の学習語彙の一部を使用した。それによって、コーパスを用いた
DDLによる句構造に関する語彙・文法学習を効果的に連携させることが可能となった。

Ⅰ-2.3　指導教材
授業時にはコーパス検索作業に加えて、２種類の補助プリント教材を使用した。ひとつは、
Guided DDL Tasksを通して目標言語形式に対する気づきと帰納的理解を導くもので（以下、
DDLワークシート）、もうひとつは、身に付けた目標言語形式を使用してプロダクションを促し
定着を図るFollow-Up Activities（以下、文法復習プリント）である。本稿のⅠ-3において報告す
る教材は前者のDDLワークシートを構成するGuided DDL Tasksの実例である。

Ⅰ-2.4　授業の流れ
授業は、表２に示すように、（1）から（7）の流れで実施される。まず、先週の語彙の復習テ

スト、そして文法復習プリント（宿題）の解答とその明示的説明から始まる。次に、コーパスを

表１　2009年DDLシラバス

週
前期 後期

文法（名詞句） 語彙（１） 文法（動詞句） 語彙（２）

1 ─ access, decline
など20語 ─ company, 

corporateなど20語

2 品詞の区別 audit, 
equipment... VP：自動詞・他動詞 accept, benefi t...

3 派生と屈折 applicant, 
apply... VP：ditransitives engineer, force...

4 可算・不可算名詞 accountant, 
architect... VP：gerunds, to-infi nitives attend, prepare, consider, suggest,

5 NP：Art + Adj + N confi rm, 
convention... VP：gerunds, to-infi nitives aff ect, prefer, analyze, predict...

6 NP：Adj + N arrangement, 
arrival... VP：that clause announcement, 

application...

7 NP：Art + Adj + N coverage, 
credit... VP：passive bill, budget...

8 NP：Art + Adj + N assure, 
brochure... VP：adverbs brand, clothing...

9 NP：followed by PP current, due... VP：adjectives appointment, 
contain...

10 NP：followed by to-
infi nitive 

appliance, 
beverage... VP：adjectives (remain... ) available, 

concern...

11 NP：followed by -ed, -ing ─ VP：agreement ─
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用いたDDL学習、続いて教師の明示的説明が加えられる。（5）（6）のWeb語彙学習の後、一連
の指導のフォローアップとして、文法復習プリントが配布される。

Ⅰ-3．DDL教材の実例
図２に示したDDL Guided ワークシートのサンプルは学習者がパートナーと相談しながら自立

的にDDLを進められるように、複数のDDLタスクを記載したものである。図２には実際のDDL
授業１回分（30分）で使用される2/3の量が示されている。

表２　授業の流れ

語彙 （1）語彙復習テスト 10分 全体

文法 （2）文法復習プリント（宿題）の明示的説明 15分 全体

文法 （3）DDL（検索対象語句を示したワークシート使用） 30分 ペア

文法 （4）DDL項目の明示的説明 ５分 全体

語彙 （5）Web語彙学習（翌週のDDL検索語になる） 25分 個別

語彙 （6）Web語彙学習の定着確認テスト ５分 個別

文法 （7）文法フォローアップ（復習）プリントの配布 宿題 個別

図２　DDL Guided Worksheetのサンプル
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以下には、５つのタスクをコーパス検索結果と合わせて例示した。3.1は語形変化に関するも
の、3.2は名詞句構造に関するもの、3.3は動詞句構造に関するものである。

Ⅰ-3.1　DDLタスク例（語形変化）
図３は「語形変化」に関するDDLタスクの例である。初級学習者は、中学・高等学校で既習
と思われる派生や屈折などの「語形変化」の習得が不十分であるため、前期の前半は語形変化の
指導に重点を置いた。それらのルールを把握することによって、名詞句・動詞句の主要部である
名詞・動詞、さらに句の内部に頻出する形容詞・副詞の品詞の区別、名詞句・動詞句の内部構造
の分析などに対し有益な手がかりを得られると考えたからである。

Ⅰ-3.2　DDLタスク例（名詞句）
図４は名詞句（限定詞 + 形容詞 + 名詞）のDDLタスクの例である。学習者はこのような
supplierの検索結果を見て、supplierを含む名詞句の空欄をうめる。図５は名詞句（限定詞 + 形
容詞的要素 + 名詞 + 後置修飾語句）の例で、現在分詞は２語以上になると後ろから名詞を修飾
するという例を書き出すタスクである。
以上の例のように学習者がコーパス検索によって多数の同一の構造を持つ用例に接した後、次

に、教師は、図６のような図式を示しながら、名詞句構造に関する明示的な解説を与える。これ
により、たとえば、学習者は、supplierの左に共通して形容詞が現われ、さらにその左には共通
して冠詞等の限定詞が現われるパターンについて、「限定詞 + 形容詞 + 名詞」という名詞句構
造を意識的に当てはめられるようになる。また、現在分詞は１語の場合は名詞を前から修飾する
が、ほかの語句をともなって２語以上になると後ろから名詞を修飾するパターンについて、図式
という視覚補助を用い、文法的な用語を使ってメタ言語的な明示的フィードバックを与えること
によって、学習者の既存の文法情報のネットワークが活性化され、学習している言語項目をより
理解しやすくなる。

図３　DDLタスク例（語形変化）
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図４　DDLタスク例（名詞句１）

図５　DDLタスク例（名詞句２）

図６　名詞句構造の解説図
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Ⅰ-3.3　DDLタスク例（動詞句）
図７は動詞が求める（必要とする）要素である「補部」に関するDDLタスクである。補部に
は名詞句の他に、動名詞、to不定詞、that節などが来る。いずれをとるかは動詞によって決まる。
enjoyや enjoy ＊ing  を調べて enjoyの後に来ている補部の実例を見ることによって、名詞句や動
名詞が来ている例が多いことが理解される。さらに hopeの検索結果の実例を見ることによって、
hopeの後ろには to不定詞やthat節が多く現れていることがわかる。学習者はこれを表にまとめ
ることによって、enjoyなどの動詞は補部に名詞句と動名詞をとり、hopeなどの動詞は補部に名
詞句とto不定詞、that節をとるという規則性を発見することができる。

図８は「副詞の位置」を学習するDDLタスクである。Usuallyを検索してその結果を見ると、
まず、１）これらの頻度を表す副詞は定位置（主語や助動詞の後、あるいは動詞の前）に現れる
ことを学習者は理解できる。そして次に、２）副詞は、基本的には一般動詞の前、be動詞の後
に来るという規則性を発見することが可能となる。
動詞句の指導においても図６に示したような動詞句構造の解説図を用いるが、本稿では割愛

する。

図７　DDLタスク（動詞句）
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Ⅰ-4．DDLの教育効果
以上の例に示したDDLタスクを使用した指導効果の検証は、前期においては、４月の前期授
業初回と７月の最終回に、（1）名詞句認識テスト、（2）TOEIC形式名詞句テスト、（3）名詞句
英作文テスト、の３種類のプリテスト、ポストテストを実施した。（1）は文中の名詞句境界を認
識できるかどうかを名詞句に下線を引かせて問うテストであり、（2）は文中の名詞句境界を把握
すると同時に内部構造を理解し、TOEIC文法問題と同形式で空欄の位置に生じるべき品詞の語
を選ぶことが求められる。（3）は名詞句を産出させるタイプの問である。後期には、９月の後期
授業初回と１月の最終回に上記３種類のテスト形式に対応した動詞句のプリテスト、ポストテス
トを実施した。その結果、名詞句、動詞句とも、ほぼすべての項目において指導の前後の得点上
昇は統計的に有意であった。
また、年間のTOEIC Bridgeテストスコアの伸びも調べた。プリテストを４月に、ポストテス

トを１月に実施したところ、２クラスとも全体として得点上昇量に（１％レベルで）有意な差が
見られた。
さらに、コーパス利用学習について学習者に評価してもらった。その結果、DDLは「新鮮で

ある」「集中できる」など、学習者がDDLに対して有益な授業イメージを持っていることがわかっ
た。また、コーパスを使った検索練習は「文法学習に役立つ」「語彙学習に役立つ」という項目
に対する評価は高く、効果が認められていることが明らかになった。このような評価は毎年、多
少の変動はあるものの安定して得られている。

Ⅰ-5．今後の課題
本稿では、英語教育におけるDDL利用の例を報告した。コーパスを英語学習に利用する試み
は新しいもので、DDL学習の指導実践の報告はまだあまり見られないという現状のなか、筆者

図８　DDLタスク（副詞の位置）
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らが2004年に開始したDDL実践は年を追って充実したものとなっている。その結果、大学の一
般英語クラスで初級レベル学習者を対象として、文構造理解の基礎となる品詞の区別、名詞句構
造および動詞句構造に関する理解を深め、教育効果をあげることが可能となっている。
しかしながら、さらに高い指導効果を目指すための新たな問題点も明らかになっている。今後
は、理解した文法項目を実際に使うproduction（産出）活動を、speaking、writing活動に発展
させる必要がある。これらは現在までの指導では授業時間の制約があって実現できなかったもの
である。現在は限られた授業時間を有効に使い産出活動の時間を確保するために、家庭でパラレ
ルコーパスを利用したDDLを実施できる検索サイトを開発中である（Laurence et al, in press）。
今後、対話および作文という産出活動が加えられれば、さらに教育効果が高められるだろうこと
が期待される。

Ⅱ 日本語編

日本語編では、「緩和」を中心に語彙力をつけるための教材開発を紹介したい。二字漢語の選
定に関しては、「日本語新聞キーワードの選定」（中條他、2010）に拠った。この論文の中で新聞
に特徴的に使用されていると選定した二字漢語664語のうち、「緩和」は第74位を占めている。「規
制緩和」の問題はこのコーパス作成時と同様に、現在も政治的に重要課題として取り上げられる
ことが多いので教材の課題として扱うのにふさわしいと考えた。
対象とする学習者レベルは、中級中期以上という設定にした。現在の日本語教育では、まだ新
聞を教材とするには速いと考えられるレベルである。本研究の目的は、外国語学習の大きな動機
づけとなる「新聞を読む」ことを一日でも早く学習シラバスの中にとり入れることにあるので、
この中級中期の学習者に無理なく新聞教材を提供できるようにしたい。なお、日本語教育では、
教育環境がさまざまであることにより、紙媒体による自習教材を前提とした。ただし、英語教育
でも力点のおかれたDDLの形式は、この日本語教材でも一貫性をもって実行されている。

Ⅱ-1．基礎分析
Ⅱ-1.1　30例の抽出
以下表１は、教材作成の元になる「緩和」に関する、特にコロケーション（共起しやすい語や
表現）に焦点を絞ったものである。これらは、パラレルコーパスのソート操作（１R２R１L：検
索語を中心として右側第１語・および第２語、次に左側第１語を五十音順に揃える指示）によっ
て取り出された。
田辺他（日本語学会予稿集、2010）でも「実施」「関連」を対象として行ったが、まずどんな
規模のコーパスでもコンコーダンスを考える時、30例を抽出し（これはコンピュータが任意に取
り出したもの）その語の用法の概略をつかむことはReading Concordances（Sinclair, 2003）でも
ほぼ全部の対象語において行っている。
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Ⅱ-1.2　30例の用法整理
右端の数字は、パラレルコーパス全体における ｢緩和｣ 全用例1144件中の該当用法の数である。

（1）緩和され　［例番号：４，５］ （39例）
（2）緩和し、　［例番号：６，７］ （23例）
（3）緩和する（こと）　［例番号：８～11］ （61例）
（4）名詞合成語句として　
　　（4）－1　（規制・緊張・圧力）＋緩和［例番号：１，３，12～19，21～24］ （規制緩和：442例）
 （緊張緩和：49例）
 （圧力緩和：１例）
　　（4）－2　（規制・被害）＋緩和＋（検討・推進・対策）［例番号：27～30］ （規制緩和検討：３例）
 （規制緩和推進：40例）
 （被害緩和対策：１例）
（5）共起する複合助詞
　　（緊張・規制）緩和＋（に向けて・による）［例番号：14～16］ （緊張緩和に向けて：２例）
 （規制緩和による：19例）
（6）「緩和　の＋（　　　　）」で結びつきやすい名詞
　　（規制・緊張）緩和　の（推進・動き・目的）［例番号：17～19］ （規制緩和の推進：18例）
 （緊張緩和の動き：２例）
 （規制緩和の目的：１例）
（7）「緩和」を目的語として共起する動詞　　
　　 緩和を＋（進める・推進する・発表する）［例番号：23～26］ （緩和を進める：７例）
 （緩和を推進する：１例）
 （緩和を発表する：２例）

表１　「緩和」30例1R2R1L
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Ⅱ-1.3　コロケーションの頻度分析
パラレルコーパス内の ｢緩和｣ 全用例（1144件）を対象として、連語の頻度を分析した。

表２は、ParaConcソフトウエアのfunctionを利用して抽出した頻度別統計である。「緩和」を
中心にして左右それぞれ右側第１語（１－Right）・右側第２語（２－Right）、左側第１語（１－
Left）・左側第２語（２－Left）が頻度順に並べられている。それぞれの位置における高頻度の語
なので意味のある句を導き出すには、類推しながら再構成しなければならない。表１の30例では
出てこなかったが、実際は高頻度で出現する「金融緩和」が拾える。また、共起する形容詞とし
て「大幅（な）」が、２－Left、１－Left　に見られる。また、共起する複合助詞も、表１の30例
から、「による」「に向けて」に加えて「について」「に関する」「によって」が考察できる。「規
制措置」の「措置」が１－Rightに、動詞として「踏み切る」が２－Rightにみられる。
表３は、表２と同じ ｢緩和｣ 全用例を対象として、ソート操作（1L、1R、2R）を行い、コロケー

ションの頻度順に並べたものである。「緩和」との共起度および出現頻度が高い語のリストであ
る。これによると「緩和し、」という文中での連用形での連結が多いことがわかる。新聞記事に
おけるディスコース機能と考えられる用法で、これはコーパスの研究利用によって明確化・数量
化されたといってよいだろう。表２と表３は、表１で人間の判断によって抽出した用法を裏打ち
し、さらなる材料の提供をする資料として利用できる。

Ⅱ-2．教材紹介
以下に示したものは、前項における基礎分析によって作成した教材である１）。全課約30課から
成る練習問題形式の１課分という設定である。それぞれの問題の下に【解説】をつけて問題作成
の趣旨を述べた。

表２　Frequency Statistics（頻度統計） 表３　Advanced Collocation 1L1R2R（統括連語）
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中級日本語教材例

新聞を読もう。
～日英新聞パラレルコーパスに準拠したコロケーション重視の練習問題～

第１課 　緩
かん

和
わ

【テーマ解説】この課全体のまとめとなるテーマをイメージとして課の最初に提示した。この図
によって和語動詞（和らぐ・和らげる）の自他動詞の区別、「強める」「増す」の対抗する語の関
連付けも試みた。コーパス例文を見て頻度の高い語や表現を用いて簡単な会話文例Ⅰやそのまま
おぼえられる例文でもいいだろう。ただし、従来の教材と同じように演繹的に学習者に表現を押
し付けてしまってはDDLの趣旨からはずれてしまう。例Ⅱでは、あえて課の最終目標を最初に
提示する案を書いてみた。この質問は、語学学習の枠をこえて「規制緩和」について社会問題と
しての理解を要求している。作文問題にまで発展させて、最終目標としてこのような課題に取り
組めることにまで到達させることが必要だろう。例Ⅲは類義語との差異を確認する。

例Ｉ　会話例：
新聞記者Ａ：「となりの国の大統領は、我が国からのりんごの輸入の規制緩和を進めるどこ

ろか、米の規制を強化したそうだ。」
新聞記者Ｂ：「えっ。なんだって。」

例Ⅱ　課題例：
　質問：この課の学習が終わったら、次の問題に答えてください。
　　　　１）地球規模化の時代にむけて、各国は規制緩和に努力するべきでしょうか。
　　　　２）規制緩和の問題点はなにか考えてみましょう。

例Ⅲ　質問例：
　次の文の（　　）の中に入る語を下から選びなさい。
　　　　１）酢をせっけんで（　　　）する。
　　　　２）輸入制限を（　　　）する。
　　　　３）周囲との（　　　）がとれた建造物

ａ調和　　ｂ緩和　　ｃ中和
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【問題１解説】
問題１は、前述Ⅱ-1. 基礎分析のところで30例を指導項目別に分類した動詞のアスペクト・
ヴォイスに関する（1）～（3）を対象とした問題である。日本語動詞の「する」の活用がソート
によって1R・2Rの位置が縦に「さ（れ）」「し」「して、」「する」と並びわかりやすく整理され
ている。このコンコーダンスは、検索語「緩和」で100例を出した一部である。
学習者は、「する」と受身形「される」の判別を文中の助詞（～を）（例：（2）規制を）か、

（～が）（例：（1）献金が）によって判断しなければならない。上記の枠の中のコンコーダンスの
文そのものを問題文にしているので答えられないはずはないのだが、枠全体の文に目を通す必要
があり、実際にはかなりの労力を要求する問題である。問題Ｉでは、取り上げられていないが、
「　　　　を＋緩和する」のように「緩和する」の目的語となりやすい語（制裁・基準・規制・
緊張）を尋ねる質問もコロケーションを意識させる意味で重要である（問題3参照）。その他の
指導項目としては「（緩和）することを」＋「決めた」「求めた」および「（緩和）することが」＋「不
可欠だ」「必要となる」の発展的表現練習も有効であろう。
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【問題２解説】
問題２は、「緩和」の名詞合成力、緩和＋の＋（　　　　）による結びつき、共起しやすい複
合助詞「について」「による」の３項目を主に取り扱っている。前述基礎分析の30例においては、
項目（4）～（6）に関係するところである。問題２の２は、質問の対象を「緩和」から拡大して
周辺的な表現をとりあげている。漢語ばかりではなく（5）「流れに沿った」という和語的表現も
学習者に意識させることができるように作成した。
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【問題３解説】
【問題１解説】において「　 　を＋緩和する」の練習が必要であると述べたが、問題３では、

「緩和」が目的語になった時に共起しやすい動詞群を問うている。「求める」「進める」「推進する」
「急ぐ」「願う」「発表する」などがコンコーダンス枠内から拾えるが、指導においては特に和語
動詞の導入に力を入れることが必要だと思われる。作者が、本教材開発を始めたきっかけとなっ
たのは、この問題３のように通常「二語漢語＋する」として使用されていた二語漢語がひとたび、
「する」を落として目的語となって「を」格を伴った時、それに適した和語動詞を思い浮かべる
ことが非常に不得手であるという印象を日本語の指導の中で得たからである。学習者の母語に関
係なくこのような傾向はあると推察する。文法教育だけでなく語彙教育のシラバス（どの段階で
何を教えるのかという計画表）も整備する必要があるだろう。
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【問題４解説】【解説】
問題４からは、応用編となりコンコーダンスの提示はなく、自ら調べながら解答することを前
提としている。
【問題１解説】において「　 　を＋緩和する」の練習が必要であると述べたが、この問題は、
その文型にあたる。参考とすべきコンコーダンスはないが、文中の他の語から正解を推測できる
難易度である。
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【問題５解説】
パラレルコーパスの元の読売新聞の記事が、1989年から2001年のものであり、話題としては古
いのでそこを補う目的で、応用編には、最近のトピックをできる限り取り上げることにした。こ
こでは（1）では「緩和」（2）では、「停止」が正答となる。（1）では前述の「輸出規制」（2）文
末の「再開された」がキーワードとなって正解が導き出せるはずである。この課の最初に提示し
た課の内容をイメージ図として示したものの文章化例として、非常に的確な記事が見つけられた
と思う。
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【問題６解説】
左記に掲げる問題６は、「緩和ケア」に関する読物である。インターネット上で手に入れた。

「規制緩和」としての用例ばかりだとおのずと意味解釈に制限が出ると思えるので、「緩和ケア」
問題を扱うことによってこれを補正した。内容としては「緩和ケア」の変遷史といえるものであ
るので、質問２では、それをまとめる作文の課題を示した。場合によっては、下記のように談話
の枠組みを提示すれば、難易度も下がり、的確に作成者の意図は伝えることができるだろう。

まとめ

以上Ｉでは、英語教育から、Ⅱでは日本語教育の立場からパラレルコーパスに準拠した教材開
発を紹介した。英語教育では、文法指導を目的として、日本語教育では、語彙教育の一環として
扱っているがコーパスの利用は、多種多様であってよいだろう。英語教育では、日英の両方の文
章を利用してパラレルコーパスならではの利点をすでに反映させた教材が作成されているが、こ
れは日本人が英語を学習するという状況においては、日本語の助けを借りることが教育的にも効
果が上げられるからである。一方、日本語教育ではこの両方の提示によって意義があるのは、英
語母語話者が日本語翻訳を勉強する時であろう。報道記事の翻訳としての練習を積むのには日英
両画面を同時に見ながら相互に対応する文を読み比べることは効果的学習方法と考えられる。今
回の日本語教育の目的設定は、新聞を読みたいがそこまで日本語力が十分身についていない学習
者を現在開発中の教材によって支援し、新聞を読めるようにするという目的であり、また母国語
が英語ではない学習者も対象としているため、本研究では英語部分の利用は試みなかった。
近年、コーパス言語学の発展はめざましいものがあり、日本語・英語研究双方でも手掛けられ
るようになってきている。学習者コーパスの作成も進められているが、具体的な教材開発までは
至っていない。このような状況を鑑みても、早くコーパス基盤の教材によるより客観的用例と効
果的練習方法を直接学習者に提供したいと考えている。

注
１）Thurstun, J. and Candlin, C. N. (1997)  Exploring academic English: A workbook for student essay 
writing, Macquarie University を参考にした。

本研究は平成21-24年度科学研究費補助金 基盤研究（B）（21320107）を受けて行われました。

緩和ケアは、元々　　 　　と呼ばれる病院で行われた。従来は、
死に行く人の慰めと安らぎのための　　　　　として考えられて
きたが、近年　　　から行われることが重要という認識のもとに
　　　　　　　　　を改善するためのアプローチとして定められ
るようになった。
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